聖光教会信徒の皆さまへ　　　　　　　　　　聖光教会　司祭　原田文雄　　　　
　　　　乙第14号証

　　　　　2001・5月7日

　2001年大斎の終盤に、私のことで多大なご心配をおかけしましたことを心よりお詫び申し上げます。またその間、信徒のみな様の心温まるお支えと強力な勇気付けまでいただきまして心より深く感謝申し上げます。

記

１、 2001年４月４日（水）

①午後９時、電話にて教区主教に呼び出され、私の諸都合（教会の仕事）により午後11 時ごろ主教室にて会見。（以下は教区主教とのやり取り）

② 主教は４月４日午後、前任の教会の某人（信徒親子）から14年以前の私の行状により、私を退職させてほしい旨が記された要求書を受け取った。その行状が100パーセントの原因で某人が苦しんでいるとの説明を受ける。（内容について知っておくべきと思われる人は訪ねて下さい）

③ 「心当たりがあるか」と問われ、「ないわけではない」と完全否定はしなかった。

④「とにかく認めますか」と言われ、「今言った通りです」と返事。

⑤詳細なのを持っているが、あなたにも誰にも見せたくない、と言われた。

⑥「2002年３月31日付で休職しなさい。その上で先方とも話し合い、復職の道を考えましょう」と言われた。

２、 ４月５日（木）午前～午後

① 聖光教会に先方某人の姉から電話（幼稚園の主任が応対）。「原田のせいで、妹が自殺を図った」という。直ぐに携帯に告げられ、狼狽しつつ、某人の姉に電話。姉は「直ぐに来て謝って下さい」と。

② 主教にも電話があったことを知った。奈良県の病院へ。

③父親と会い、語りを100パーセント受容して（心はパニックでした）謝罪。本人に精神分裂的傾向がある（PTSDのことか）、と医師から言われたことを父に聞かされる。

３、４月５日夜～深夜

① 主教室へ立ち寄るように言われ家内と二人で直行。

②３人で会議。主教と家内だけで１時間以上会議。

４、４月６日　午後

① 主教室へ

② 主教が、父に電話。相手に「原田を処分する」と通達。

③「４月８日付、休職願いを書きなさい……いや、退職願だな」と

④「４月７日（土／明日）午後７時に聖光教会の教会委員会を召集して下さい」と言われ、〇〇〇〇兄にその旨告げ、連絡していただいた。これで退職は確定すると実感した。

５、４月７日　午後７時～９時（教会委員会）

① 主教から原田の退職が告げられた。

② 人命に触れることの全ての原因があると自覚していたので、了解を求めた。

③ イースター礼拝、聖週礼拝等の司式者が主教から発表

６、４月７日午後９時40分（最終聖餐式）

① 最終聖餐式の電話連絡（全員がパニック）

② 説教抜きの聖餐式後、祭服、ストール等、全ての式服を祭服用トランクに封印した。

７、４月８日　主日　ミサ

① 浦地司祭が派遣されミサ

②式後、祭服を封印したことを告げた。

８、４月８日　常置委員会

①退職願を提出。「退職に同意します」と言い残し、退出。

②文屋司祭、古賀司祭が委員会終了後に来訪。一人の信徒と常置委員（〇〇〇〇／京都聖マリア）が「同意できない」と一致を見ないまま散会した旨知る。

９、４月９日（月）聖週ミサ／武藤主教が司式

① ミサ後、古賀司祭に「どうしても心に残るひっかかりを禁じ得ない」と電話。

② 古賀司祭が動いてくれた。主教と牧師館に来て、古賀司祭が手記を読むようにすすめた。他の常置委員に読み聞かせたことを知った（半ばで切り上げるよう文屋司祭が要求）。

③すごいことが書かれてあった。事実に反することばかりの列挙。「そんなことはありませんでした」と、初めて反論した（心が震え、吐き気を催した）。

10、４月10日～11日　聖週ミサ／教区主教列式

① 会集席から参加。

11、４月12日　京都教区　聖油　聖別ミサ（於聖アグネス教会）

① ４月９日（文書を読んだ日）以来、「退職」の文字が非常に希薄になっていた。

② 教区主教と古賀常置委員が午後に来訪。「姿勢をただして聞いて下さい」と前置き、「京都教区は、原田の退職願いを受理した。しかし、退職の公示（教区内全教会、および全教区への）は、行わないものとする」と。次いで「次回常置委員会（４月17日）に再度協議する」と。

③ 私は感謝の言葉を……

④ 主教「いつでも退職願いを取り戻しに来て下さい」。それに対して「とんでもない。取り戻すのではなく、教区から返すべき種類のものであると判断します」と反論。

12、４月15日（主日／イースター）

① 祝会中、体調を崩す（10日間、ほとんど寝てない）

② 教会委員の集まっていた席に加わり、具体的な今後のことを協議。先程の正式な教区見解を告げる。

13、４月17日（定時の常置委員会）

① 常置委員会に、先程の文書の事実を否認。

② 全ての委員（私も含めて６人／聖職３人、信徒３人）が前回の退職同意を撤回した。

③ ここでも「教区の責任で差し戻すべき」と……

④ 先方に告げているので、それを告げるまでは祭壇奉仕は遠慮したいと告げた。

⑤「用意も出来ていることだから引っ越しはしたほうがいい」と主教。「そうします」と。

14、４月18日　引っ越し完了

15、４月20日　９時半～11時半

① 古賀司祭の紹介で摂津市の某精神科医に会う。文書を見聞して頂く。

② それ以前に古賀司祭は奈良基督教会の弁護士に相談。

16、４月21日　11時～15時

① 主教室にて退職願が差し戻された。４月４日以来、いったい何が起こったのか。現実感を失う瞬間でもあった。プラスのストロークは去来しなかった。

② 臨時教会委員会。席上、主教から退職願いを差し戻した旨告げられた。祭壇への復帰は、先方に告げた次の主日ということを主教から告げられた。

③ 主教書簡を書くから主日に牧師が代読するように、ということで一応の結論。私は何も知らない人に心配かけると反対した。

17、４月22日　　小谷春夫司祭によるミサ。

① 式後、会衆に主教書簡を読み、この日からラウンドカラーをつけ、礼拝に参加することに

18、４月23～28日

① 略

② 主教から電話。先方と協議の都合がつかない、と応じてもらえない。

③ 電話の最後で「明日のミサを執行されるか」と……。「告げた後に」と……。

19、４月29日

① 略

② 夕方、主教から電話。５月２日２時過ぎ、先方が会うと……。私も同行……

20、５月２日　２時20分～５時20分

① 父と会見

② 主教が「退職願は差し戻した」と話された。

③ ４月９日の文書について否定

④ 父親は、全ては原田に原因との一点張り。

⑤「主人にどうなってもらいたいのか」（と、家内が被害者の姉に電話で聞いた時）

⑥ 被害者の姉は家内に「乞食にでもなって、世間から追放されて欲しい」と……。

21、５月６日

① 祭壇に復帰

②教会委員会に５月２日の会見の内容を詳細に報告。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
糾す会のコメント：

以上は加害牧師が聖光の信徒に対する釈明の内容であるが、この内容が全て真実であるとして読まないようにして下さい。　　原田は自分にとって不利な事実を隠している。

わいせつ行為を一旦認め、聖光教会から引越しまでして出て行ったのに、こんな釈明文を

教会の信徒に送り、信徒を騙して、のうのうと戻って来た牧師、また人の良い信徒達は

すっかり騙され、同情し復帰を受け入れてしまった哀れな信徒達。

その傷は癒されず、どこまでもこの教会について廻るでしょう。

それを吹っ切る為には加害牧師を正式懲戒し、この事件に決着をつけることです。

それでも完全に癒されるにはこの事件を知っている全ての人がこの世からいなくなるまでかかるでしょう。2001年の4月17日の判断ミスはそれほど大きなものだったのです。

上記の釈明文で原田が信徒に隠していた幾つかの不都合な真実を次に挙げましょう。

１．特に被害者家族は原田夫人を1年前から現場の教会近くに呼んで「わいせつをしていたでしょう。牧師を辞めなさい」と厳しく追求されていた事実や、

２．夫人は「辞めさします、辞めさします」と会うごとに口で謝るも、1年間延ばし、延ばし、その間原田は「体を触りました。許してください、許してください、このまま崖下に飛び降りて死んでしまいたい・・」旨の謝罪文を2回に渡って被害者家族に郵送している事実等は信徒に知らせていない。
３．救急病院で土下座して謝罪した事実も書いていない。

４．また奈良の信徒弁護士との相談の内容等も省略している。

５．4月17日の常置委員会では信徒委員の一人が「一旦わいせつ行為を認めて

　　退職に同意したのに、事実無根はおかしいのではないか、撤回すると大きな悔いを残すのでは」

という意味の発言があったと聞いている」

５．5月2日退職撤回を父親に告げに行った時、父親は「絶対許せない！絶対許しません！牧師の資格ありません」と言われたことも省略。

武藤主教と常置委員の6人それに聖光教会の信徒が社会的、世間的常識の欠片でも持っていればこんなわいせつ牧師が復職することは絶対不可能だったのに、何を間違ったのか、こんなわいせつ男を
牧師に戻してしまった。ウイリアムス神学館の教授に！平安女学院の理事に！最有力な主教候補に！

4月4日原田は武藤主教の「心当たりがあるますか？」との尋問に「ないわけではありません」

とはっきり答えている。女児に対するわいせつ行為は大も小もありません。それだけで牧師失格です。

退職撤回した4月17日の常置委員会は聖公会にとって暗黒の3時間であり、全ての混乱は
ここから始まったのです。糾す会のホームペイジ、４・１７ドキュメントはその真相を検証した

白熱のドキュメントです。京都マリア教会を訪れた時、当時の信徒常置委員の一人がこの責任も自覚せず、我々に怒声を浴びせた態度に唖然としました。教区主教と教会の主任司祭がこの事件を

信徒にどのような説明をしているのでしょうか？和解のために辛苦を厭わず活動しておられる

代理人司祭のことを信徒にどのように説明しているのでしょうか？被害者救済のために全霊をささげて活動している糾す会についてどのように信徒に説明されているのでしょうか？

皆さんからのご意見を募集いたします。

糾す会　（０９０－９８８４－３９１４）
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